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１. 序論 

パーキンソン病（Parkinson’s Disease: PD）は中脳のドパミン神

経細胞が障害される神経変性疾患である．この疾患は運動制御

に影響を及ぼし，無動といった運動の減少が現れる．また，進行

とともにバランス障害やすくみ足などの歩行障害が現れ，転倒の

原因となる． PD 患者へのリハビリテーションは症状の改善や

QOL の向上が期待でき有用であるが，バランス能力の低下を改

善するリハビリテーション手法については現時点で確立されてい

ない．リハビリテーションにおいて自分が自分の運動を制御して

いるという認識（以下，運動制御の自己認識）が運動意欲の維持

や効果の向上に寄与することから，運動制御の自己認識の変容

に関する研究が進展している．運動機能障害のある PD患者は運

動制御の自己認識の変容が推察されるが，バランス制御に対す

る自己認識に関する報告はなく，バランスに対するリハビリテーシ

ョンを検討するうえで調査が必要である． 

運動制御の自己認識を評価する方法として，同時に動いてい

る複数のオブジェクトから自分の運動が含まれるオブジェクトを選

択させる制御検出課題を行い，自己の検出能力を評価する手法

がある 1)．この手法を用い，床反力計をインターフェースに，重心

移動に対する検出能力を測定する方法を新たに考えた．本研究

では，PD 患者のバランス障害へのリハビリテーションの検討のた

めに，随意的な重心移動を行った際の運動に対する自己認識を

評価し，身体機能との関係性を解析することを目的とする． 
          

２. 実験方法 

2.1 実験参加者 

実験参加者は健常者 20名（73.6 ± 6.0 歳，男性 9名），PD患

者 19名（74.9 ± 6.2 歳，男性 8名）である． 

2.2 制御検出課題 

重心移動の認識を定量的に評価するため，制御検出課題を設

計する． 実験参加者が床反力計上で重心移動をすると，画面上

に表示された●と■の 2つのマークが参加者の動きに応じてそれ

ぞれ異なる方向に移動する．2 つのマークのうち一方は，自己の

重心移動にあらかじめ記録された他者の重心移動が一定の割合

で混ぜられた動きをする．その制御度合いは，20%，40%，60%，

80%，100%の5段階で設定する．他方は常時あらかじめ記録され

た他者の重心移動を示す．実験参加者には，自分の重心移動に

近い動きをするマークを選択するよう求め，その正答率から重心

移動の自己認識を評価する．この制御検出課題は制御度合い 5

種類を各 6回ずつランダムに，計 30回の試行を実施する．  

2.3 身体機能の評価方法 

すくみ足の重症度の評価には日本語版 Characterizing 

Freezing of Gait questionnaire（C-FOGQ）を，静的バランス能力に

は開眼立位時の重心動揺面積と重心動揺軌跡を，動的バランス

能力の評価には姿勢安定度評価指標（Index of Postural Stability: 

IPS）を用いる．制御検出課題の正答率とこれらの評価の関係をス

ピアマンの順位相関係数によって検討する． 

３. 結果 

健常者群，PD 患者群において制御度合いごとの正答率の平均

値を比較した結果，制御度合い 40%以上のとき，PD 患者群の正答

率は有意に低下していた（Fig. 1）．これより，PD 患者は重心移動の

認識が低下する可能性があると考えられる． 

PD患者群において，制御検出課題の正答率と動的バランス能

力には軽度の相関傾向がみられた（ρ = 0.37, p = 0.12）（Fig. 2）． 

制御検出課題の正答率とすくみ足の重症度，静的バランス能力

には相関がみられなかった． 

  
Fig. 1 Control detection task accuracy 

 
  Fig. 2 Relationship between accuracy and IPS 

         

４. 結論 

制御検出課題により重心移動の自己認識を測定した結果，PD

患者群の正答率は健常者に比べ有意に低下していた．これより，

PD 患者の重心移動の自己認識の低下が示唆された．重心移動

の自己認識と身体機能との関係性を検討した結果，正答率と動

的バランス能力との間に軽度の相関傾向がみられた． 

今後，重心位置の視覚的フィードバックを提示し重心移動の自

己認識を向上させる介入を行い，重心移動の自己認識と動的バ

ランス能力との関係性を実践的に検証することが必要だと考える．  
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